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夏休みを振り返って（前）

『つらい時こそ、笑顔でいなさい』

校長 飯野 博史

３７日間の夏休みが終わりました。東京でも８日間連続猛暑日が続くというとりわけ暑

い夏休みでした。今日から前期後半が始まりました。生活リズムを夏休みモードから学校

モードに早く切り替えていきましょう。

早速ですが、来週９月２日（水）～４日（金）、前期期末考査を実施します。生徒には、

夏休み前に試験範囲を配布し、計画的に準備するよう指導しています。ご家庭でもご指導、

ご協力よろしくお願いいたします。

「戦後７０年」にあたる今年の夏休み、新聞・テレビなどで毎日のように「戦争」が扱

われました。毎朝届く新聞に目を通しては、目頭を熱くしました。特に印象に残った２つ

の記事を紹介します。１つは元プロ野球選手の張本 勲さんの体験、１つは歌手・俳優の美

輪明宏さんの体験です。張本さんは広島で、三輪さんは長崎で被爆しました。戦争によっ

て、あるいは差別によって一生消えることのない大きな心の傷を負いました。

◎張本 勲さんの話

◎美輪明宏さんの話

しらさぎ

…原爆で姉を亡くす前の年のこと。４歳だった私は、バックしてきた三輪トラックに

ぶつけられ、たき火の中に転がり込み大やけどを負いました。顔や胸の傷は治ったが、

右手は薬指と小指が完全に癒着し、親指と人差し指も曲がったまま。叔父が警察に届け

たところ「お前ら朝鮮人じゃないか」と、取り合ってくれなかったといいます。叔父は

震えるぐらい悔しかったと言っていた。

戦争の後、朝鮮に帰っていた父が死にました。母の思いはどんなだったか。言葉も話

せない地で、胸の張り裂けるような状況の中、３人の子どもを養ったのです。原爆の焼

け野原の橋のたもと、６畳トタン屋根の小屋で、工員らを相手に料理を出した。駅近く

の闇市まで、電車代を惜しんで仕入れに歩いて。雪の中、戻った母の手が氷のようだっ

たことを覚えています。朝から晩まで、母が寝ている姿を見たこともない。…

…本当にたくさんの悲劇を見てきました。私に絵を教えてくれたボーイの三ちゃんに

召集令状が来て、長崎駅へ見送りに行った時のことです。汽車のデッキに立って敬礼す

る彼の足元に、出発寸前、「死ぬなよお、どんげんことあっても帰って来いよ」としが

みつく小柄な女性がいました。母親でした。

すぐに憲兵が来て、「国賊者！軍国の母がなぜ立派に死んでこいと言わんのだ」と引き

ずり倒したのです。母親は鉄柱に頭をぶつけ、血みどろでした。それを敬礼しながら見

ている三ちゃんの気持ちはどんなだったでしょう。

戦時中は理不尽で悲惨なことばかり。それが戦争です。政治家にも戦争体験がない世

代が増えて、戦争の正体がわかっていない。歯がゆく思います。…



悲惨な戦争体験、被害者ともなり加害者ともなる戦争の不条理や恐ろしさ、これからも

見つめていきたいと思います。

明るいニュースもありました。カザニ（ロシア）で行われた水泳の世界選手権で３人の

日本人選手が金メダルを獲得しました。日本の競泳陣が１大会で３個の金メダルを獲得し

たのは初めてです。（星 奈津美選手・200ｍバタフライ、渡部香生子選手・200ｍ平泳ぎ、

瀬戸大也選手・400ｍ個人メドレー）

星選手は高校１年生の時、甲状腺ホルモンが過剰に分泌される「バセドウ病」と診断さ

れ、昨年11月に甲状腺の全摘出手術をしたそうです。首の下には、12㎝の手術跡が残って

います。2012年のロンドン五輪で銅メダルを獲得した後、重圧から「何のために泳ぎ続け

るのか」と悩む時期があったそうです。一時期プールから離れましたが「本当に泳ぎたい、

という楽しさを、改めて感じるようになった。手術して疲れにくくなったし、スッキリし

て気持ちが前向きになった」と語っていました。

「つらい時こそ、笑顔でいなさい」。これは渡部選手のコーチを務める竹村吉昭さんの言

葉です。高校2年の時、不振にあえいでいた渡部選手がプールで不機嫌になると「ニコッと、

笑ってみたら」と声をかけたそうです。150ｍまで付いていけば勝てる。「最後に競ってい

れば、絶対に負けないから」と渡部選手に声をかけ、決戦の舞台へと送り出しました。

渡部選手は、竹村コーチから教えられた「つらい時こそ、笑顔でいなさい」を心に刻み、

練習に、そして本番に臨みました。この言葉が渡部選手の「考え方、取り組み方を変えて

くれた」そうです。

瀬戸選手は、日本選手で世界選手権連覇という史上初の快挙を成し遂げました。「正直、

ダメかと思ったけど、（この日に）かけてやろうと思っていた。自分を信じた結果、２連覇

できたし、夢である五輪にも内定できたので、すごくうれしい」大会後のコメントです。

約10年間、瀬戸選手のコーチを務める梅原孝之さんは「練習では強くないし、（身長１ｍ

74で）海外勢に比べれば、手足も短い。優れているのは、心技体の『心』の部分」と語っ

ていました。

重圧や病気を乗り越え、自分の弱い心を乗り越え、自分を信じて努力した日本人３選手

から大きな勇気をもらった夏休みでもありました。

今日から始まる前期後半、明るく、前向きに、笑顔で過ごしていきましょう。

※「読売新聞」を参考にしました。

◎生徒の活躍
・第55回東京都中学校吹奏楽コンクール 8/7 府中の森芸術劇場

銀 賞 吹奏楽部

・第62回東京都中学校第Ａブロックバドミントン選手権大会 7/19

第2位

・第30回葛飾区陸上競技選手権大会 7/20 葛飾区陸上競技場

第3位 男子中学共通400ｍ 55秒78

第3位 男子中学共通3000ｍ 10分30秒04

第3位 男子中学共通砲丸投 10ｍ11

第4位 男子中学共通走高跳 1ｍ63

第5位 女子中学１年走幅跳 4ｍ06

第6位 女子中学共通砲丸投 8ｍ12

◎海外派遣研修に参加している並木光市先生の代わりに、斉藤綾華講師が今日から指

導に当たります。全校朝礼で紹介しました。10月9日までの勤務となります。今まで

どおりしっかりと授業に臨みましょう。


